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１　目　的

２　事務事業点検評価の対象及び方法

  育振興基本計画の「施策の展開・主な取り組み」の中から１８の事業を選定し、令和６年

まとめたものです。

Ⅰ　はじめに

　「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」第２６条により、教育委員会は、毎年、そ
の権限に属する事務の管理及び執行の状況について、点検及び評価を行い、その結果に関す
る報告書を作成し、議会に提出するとともに、公表することとなっています。
　この報告書は、同法の規定に基づき、蕨市教育委員会が行った事務事業点検評価の結果を

　ただきました。

Ⅱ　事務事業点検評価の基本方針

　　蕨市教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行の状況を自ら点検評価し、効果的な
　教育行政の推進と教育目標の達成に資するとともに、その結果に関する報告書を議会へ報
　告し公表することで、市民への説明責任を果たし、より効率的で市民に信頼される公正で
　開かれた教育行政を推進することを目的としています。

　　蕨市教育行政の点検評価では、令和２年度からの５年間を計画期間とする第２次蕨市教

　度に実施した事業の取り組み状況及び成果、課題、今後の取り組みを踏まえ、実施しまし
　た。
　　なお、この事務事業点検評価を行うに当たっては、教育に関し学識経験を有する方など、
　外部の方々に、施策についての評価をいただくとともに、さまざまなご意見、ご助言をい

金 木　芳 樹 　蕨市ＰＴＡ連合会会長

　　ご意見、ご助言をいただいた方々は、次のとおりです。

　（敬称略）
氏　　名 所　属　等　（　現　職　等　）

佐 藤　一 子 　東京大学名誉教授
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　事務事業点検評価対象事業一覧

基本目標 施　　策 施策の展開･主な取り組み
事業
番号

事 業 名

１ 学びあい高めあう
　 　学校教育の充実

１ 教育内容の充実 １ 自ら学び自ら考える
　 児童・生徒の育成

1 学校図書館教育支援員事業

２ 蕨らしい魅力ある
   教育活動の展開

2 少人数学級推進事業

４ 学校給食の充実 3 食育の推進事業

５ 特別支援教育の充実 4 特別支援員配置事業

６ 教職員の指導力の向上と
　人材の確保

5 教育センター教職員研修事業

７ 国際理解教育の充実 6 外国語教育等推進事業

３ 地域に根ざした教育の展開 １ 家庭・学校・地域の連携 7 学校応援団事業

４ 家庭教育における
　 意識の向上

8 健やかメディア推進事業

２ 生涯学習を支える
　 　社会教育の充実

１ 学習環境と学習機会の充
実

２ 多様な学習機会の提供 9 地区生涯学習フェスティバル事業

４ 図書館サービスの充実 10 図書資料の貸出（予約）事業

６ 家庭教育の支援 11 家庭教育学級事業（子育て広場、子育て学級）

３ 青少年の活動機会
                        などの充実

１ 青少年の活動機会の充実 12 わらび学校土曜塾推進事業

４ 芸術・文化活動の振興
２ 芸術･文化活動の発表と
　 鑑賞機会の充実

13 蕨市公募美術展覧会事業

14 音楽によるまちづくり事業（蕨市民音楽祭）

５ 歴史・文化の保存と活用
２ 歴史民俗資料館における
　 事業の充実

15 特別展等開催事業

６ 人権・平和意識の高揚 ３ 市民の平和意識の高揚 16 平和事業

１ スポーツ・レクリエーション
                      活動の推進

２ 多様なスポーツ・
   レクリエーション機会の充実

17 スポーツ・レクリエーション推進事業

２ スポーツ・レクリエーション
                推進体制の充実

２ スポーツ団体の支援と
　 地域の人材活用

18 スポーツ・レクリエーション団体支援事業

３ どこでもだれもが
　  親しめる生涯
   スポーツの充実
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

8 0 0 0 7 1 0 0

6 0 0 0 6 0 0 0

2 0 0 0 1 1 0 0

7 1 0 0 7 1 0 0

3 0 0 0 3 0 0 0

0 1 0 0 0 1 0 0

2 0 0 0 2 0 0 0

1 0 0 0 1 0 0 0

1 0 0 0 1 0 0 0

2 0 0 0 2 0 0 0

1 0 0 0 1 0 0 0

1 0 0 0 1 0 0 0

17 1 0 0 16 2 0 0

Ⅲ　事務事業点検評価の結果

　評価につきましては、各施策の目標が「達成されている」をＡ、「どちらかというと
達成されている」をＢ、「どちらかというと達成されていない」をＣ、「達成されてい
ない」をＤとする４段階の評価で行いました。
　全１８事業のうち外部委員評価は、下表のとおり、Ａ評価が１６事業、Ｂ評価が２事
業となり、教育委員会が外部委員の評価に先立って行った担当課評価と比較すると、概
ね同じ結果となりました。
　なお、外部委員評価では、目標達成に向けて今後も各事業の改善や充実に取り組み、
より積極的に施策を推進・発展させるよう求める意見が多く見られました。

　基本目標 担当課評価 外部委員評価

１ スポーツ・レクリエーション
                     活動の推進

１ 学びあい高めあう
　        学校教育の充実

１ 教育内容の充実

３ 地域に根ざした教育の展開

２ 生涯学習を支える
　         社会教育の充実

１ 学習環境と学習機会の充実

　施　策

３ 青少年の活動機会
                     などの充実

４ 芸術・文化活動の振興

５ 歴史・文化の保存と活用

６ 人権・平和意識の高揚

３ どこでもだれもが親しめる
          生涯スポーツの充実

２ スポーツ・レクリエーション
               推進体制の充実

合　　計

Ⅳ　今後の取り組みについて

　蕨市教育委員会では、今回の外部評価でいただいたご意見、ご助言を事業の改善に生
かしながら、『生きる力を育み　ともに学び　未来を拓く蕨の教育』の推進に取り組ん
でいきます。
　また、評価方法について見直しを図るなど、より分かりやすく的確に市民への説明責
任を果たしていくことができるよう努めてまいります。
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事業番号 1
事 業 名

担当部署

令和７年度　事務事業点検評価シート

　学校図書館教育支援員事業

　学校教育課

　教育振興基本計画
　での位置付け

基本目標

施　　策

施策の展開・主な取り組み

　１　学びあい高めあう学校教育の充実

　１　教育内容の充実

　１　自ら学び自ら考える児童・生徒の育成

事業の内容

事業の対象

事業の目的・目指
すべき姿

　学区内の小・中学校を巡回し、司書教諭や図書ボランティア等と連携をしながら、図
書に関する専門的な知識を基に学校図書館教育を支援する（図書の選書・学校図書館の
整備・学校図書館を活用した授業の支援）。

　蕨市立小・中学校

　学校図書館教育の充実を図るため、図書の選定・学校図書館の整備・学校図書館を活
用した授業の支援を行う。

取り組みに対する担当課評価 Ａ

取り組みにおける成果・効果について

　支援員の業務内容は、図書室の整備・選書、読書活動推進への企画･授業等について、司書教諭と連携を図りなが
ら協力し、学校図書館教育の支援を行うことである。
　支援員を配置し教職員と連携することで、図書室の環境改善や読書推進啓発、図書室の利用促進を図ることができ
た。また、令和6年度より支援員を中心に年度当初における図書室利用に関するオリエンテーションを小学校全校で
実施することで、図書室利用のマナーの向上を図ることができた。

前回評価結果 Ａ

１校当たりの活動日数（日） 62.5 62.5 62.5 62.5

参考指標 令和4年度（実績） 令和5年度（実績） 令和6年度（実績） 令和7年度（見込み）

１校当たりの事業費（円） 415,613 423,833 487,052 482,300

児童・生徒１人当たりの貸出冊数（冊） 13.4 16.1 15.7 16.5

令和6年度
決算額(円)

令和7年度
予算額(円)

1,326,000

4,870,523 4,823,000

3,544,523 3,497,000

1,326,000

決
算
額
の
状
況

年　度
令和4年度
決算額(円)

令和5年度
決算額(円)

事業費 2,881,132 2,963,332

人件費 1,275,000 1,275,000

合　計 4,156,132 4,238,332

残されている課題・今後の取り組みについて

　平成25年度に始まった本事業は採用枠を５名としているが、支援員の志願者の確保が厳しい状況である。有資格者
が応募者の条件とされていることにも関連があると考えられる。
　今後も、近隣市の状況を把握しながら、応募条件等の見直しの検討が必要である。
　現在は、2校に1名ずつ配置しており、支援員が常駐している状況ではない。1校当たりの活動日数や勤務時間等の
検討を行うとともに、新規で採用された方と継続して勤務している方との連携を図る等、図書室の環境を充実させる
ための研修や、司書教諭と連携を図りながら課題を一つでも改善していきたいと考えている。

評価コメント

本事業は、学校図書館教育の充実のために市独自の支援員の配置により、より専
門的に教職員の教科指導を超えた読書活動の推進をはかる意義をもつ。有資格者
の配置によって、指導の質を高めているが、他方で志願者の確保が困難となって
いる。ボランティアによるサポートなどを含め、支援員の活動を維持しうる体制
づくりにも目を配っていただきたい。 ／ 学校図書館教育にあたっては有資格者
が望ましいとは思いますが、人手不足・賃金上昇など人材確保が厳しい状況であ
ることから、支援員と司書教諭との連携を密にし、役割等を明確化した上で、資
格が無い人にも協力いただけるよう検討していく必要があると思います。

外
部
委
員
評
価

評価結果

Ａ
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令和７年度　事務事業点検評価シート

事業番号 2
事 業 名 　少人数学級推進事業

担当部署 　学校教育課

　教育振興基本計画
　での位置付け

基本目標 　１　学びあい高めあう学校教育の充実

施　　策 　１　教育内容の充実

施策の展開・主な取り組み 　２　蕨らしい魅力ある教育活動の展開

事業の内容 　市費により教員を採用し、小学校第6学年における35人程度学級を実施する。

事業の対象 　小学校第6学年のうち、県の基準による学級編制を行った場合35人を超える学級

事業の目的・目指
すべき姿

　小学校の学級編制の人数を35人程度以下とし、学級編制を少人数化することにより、
学級担任の目が行き届いたきめ細かな教育指導を通して教育の質の向上させるととも
に、業務の負担軽減を図る。

取り組みにおける成果・効果について

・事業開始から15年間が経過し、本事業は市全体で定着している。学級担任の目が行き届くという点から児童へ
の学習指導、生活指導の効果が高くなるため、事業の成果も大きい。平成30年度からは､教育センター主任指導員
が市費教員の巡回指導を行い、指導力向上を図っている。
・１学級あたりの人数が二十数名となり、教科指導では、児童一人一人をより細かく丁寧に見とることが可能に
なり、特別な配慮を要する児童の状況に対応できる余裕が生まれている。基礎学力の定着（特に、算数の基礎学
力の定着）など様々な場面で、個に応じたきめ細かな学習指導ができ、改善や向上、定着が見られた。
・当該学年の学校評価に係る児童アンケート結果の経年比較からは、「授業の分かりやすさ」「自主的な取組へ
の支援」「教育相談」の項目において、前年度を上回る満足度が見られた。
・対象が高学年となり、学級が増えることで一部教科担任制を実施するにあたって、時間割が組みやすくなっ
た。また、学年事務・校務分掌が分散され、業務の負担軽減にもつながっている。

取り組みに対する担当課評価 Ａ 前回評価結果 Ａ

35人程度実施学級数
（3～6学年学級数合計） 51 33 17 -

参考指標 令和4年度（実績） 令和5年度（実績） 令和6年度（実績） 令和7年度（見込み）

1学級当たりの事業費（円） 359,914 267,076 565,264 -

35人程度学級実施率（％）
100

（市費実施学級数3）
100

（市費実施学級数1）
100

（市費実施学級数1）
-

決
算
額
の
状
況

年　度
令和4年度
決算額(円)

令和5年度
決算額(円)

令和6年度
決算額(円)

令和7年度
予算額(円)

事業費 15,045,637 5,503,496 6,299,487 -

人件費 3,310,000 3,310,000 3,310,000 -

合　計 18,355,637 8,813,496 9,609,487 0

残されている課題・今後の取り組みについて

　義務標準法の改正により、令和３年度より３５人学級対象学年がそれまでの１年生に加えて２年生まで拡大さ
れ、令和７年度にかけて順次対象学年が拡大されたため、令和６年度をもって事業が終了となった。
　学校教育の充実のための、今後の有効な事業形態の方向性を新たに検討していく必要がある。

外
部
委
員
評
価

評価結果 評価コメント

Ａ

１５年にわたって小学校の３５人学級を維持してきたことは、行き届いた小学校教
育の運営において、大きな成果と言える。人事面、財政面、そして学校運営の理念
という面での市の基本方針は非常に重要な意義を持つ。制度改正によってこの施策
は終了するが、施策の意義、教員の学級運営への支援、子どもたちの学びの向上な
ど、施策のもたらした成果を評価し、今後も現場でその意義を共有していけるよう
な情報共有をおこない、今後の学校運営の糧としていただきたい。 ／ 国の政策が
実行される前から、市独自に少人数学級を推進する事業を行って頂いたことに感謝
申し上げます。本事業はその役割を果たし終了しましたが、現在学級が抱えている
であろう様々な課題を整理し、市独自で新たな教育の質の向上策及び教員の負担軽
減策を検討頂ければと思います。
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残されている課題・今後の取り組みについて

　子どもたちに対する食に関する指導は、成長期にある子どもにとって健やかに生きるための基礎を培うことを主
な目的としており、望ましい食習慣の形成を促すことが重要である。今後も各学校と連携し食に関する指導体制を
計画的・継続的に実施してまいりたい。
　応募献立については夏休み中の選択課題の1つとなっていることから件数を増加させることは難しいと考えてい
るが、子供たちが主体的に考え取り組むという食育にも通じる所があるので今後も継続して実施する方針。
　地場産野菜については、市内耕地面積や農家数の減少傾向などのほか、近年では気候変動による気温の上昇、集
中豪雨などの異常気象によって、野菜が生育不良になり収穫量の減少がみられる。そのような中、生産者団体であ
る「わらび農産物直売所」から貴重な野菜を提供いただいているので、使用する際には自身が暮らす地域を身近に
感じられるよう児童生徒に周知してまいりたい。

外
部
委
員
評
価

評価結果 評価コメント

Ａ

給食に地場産野菜を使用して、都市部にあっても地域農業への関心を育み、応募献立
も子どもたちの食への関心を高める有意義なプログラムといえる。地元農業の衰退の
状況も、課外活動や総合的学習などで子どもたちが向き合い、都市地域の農業につい
て考えるきっかけとなるプログラムとして意義がある。食、健康、環境、地域農業な
ど学年によって継続的に学ぶテーマとして位置づけながら、学校給食と子どもたちの
学習課題をむすびつけていけるよう、教科を超えた取り組みが期待される。 ／ 蕨市
の農業は今後拡大する見込みは薄いと思われますので、市内にこだわり過ぎず埼玉県
産の食材についても子供たちに周知し、地産地消のメリットを理解させながら生産者
への感謝の心を持って食事を楽しめるように引き続き事業を推進して頂きたいです。
また、応募献立については現在の取り組みに加え、例えば「学級のみんなで考える他
の人に紹介したい献立」のような新たな取り組みについて検討頂ければと思います。

400,228 434,000

人件費 3,478,000 3,525,000 3,700,000 3,567,000

合　計 4,058,630 3,847,910 4,100,228 4,001,000

決
算
額
の
状
況

年　度
令和4年度
決算額(円)

令和5年度
決算額(円)

令和6年度
決算額(円)

令和7年度
予算額(円)

事業費 580,630 322,910

地場産物を活用した給食献立の提供日数 34 26 20 24

応募献立の応募件数 541 425 317 380

参考指標 令和4年度（実績） 令和5年度（実績） 令和6年度（実績） 令和7年度（見込み）

学校訪問栄養指導の回数 27 27 26 26

取り組みにおける成果・効果について

・学校訪問栄養指導については、児童生徒の心身の健全な発達及び食に関する正しい理解と適切な判断力を養うため、学校の特別
活動の一環として実施しているが、児童生徒の発達段階に即して指導を行っていることから、小学校については低学年・中学年・
高学年の年代（１年・３年・５年）に年次計画を作成し行っており、健康的な食習慣の形成に役立てている。
・応募献立の取り組みは平成25年からスタートし、給食に自分で考えたメニューを応募し取り入れるという食に関わる体験をする
ことで子供たちが主体的に食生活を考える習慣を身につけることに寄与するよう取り組んでいる。（夏休み中の選択制課題の１つ
に取り入れられている）
・地場産野菜の使用は、蕨農産物直売所の方々の協力により、平成18年度から学校給食での提供が始まり、じゃがいも、玉葱など
の野菜を多く取り入れており、給食には毎年旬の野菜を使っていることを周知している。しかし、近頃の記録的な酷暑により野菜
生育に影響が出ており給食で提供できる地場産野菜が減少する傾向にある。

取り組みに対する担当課評価 Ａ 前回評価結果 Ａ

事業の内容
　栄養士による食に関する指導を実施する。また、児童・生徒が学校給食のメニューを
考案し、実際の給食で提供する応募献立を行う。
そのほか市内の農産物生産者により生産された地場産物を活用した給食の提供を行う。

事業の対象 　市内全小・中学校の児童生徒

事業の目的・目指
すべき姿

　給食の献立を作成する栄養士（栄養教諭）が学校を訪問し、児童・生徒の発達段階に
応じた食に関する指導を学級活動及び給食時間に実施する。
　応募献立は夏休み期間中の選択課題の１つとして取り組まれ、子供たちが食について
興味を持ち食生活について考えることを目的とする。
　地場産野菜の使用については、蕨市のような住宅密集地の市内で野菜が生産されてい
ることを身近に感じることで、食生活が食に関わる人々の活動によって支えられている
ことについて理解を深めるともに、丹精込めて育てられた食材に感謝して、残さず食べ
ようとする気持ちを育む。

　教育振興基本計画
　での位置付け

基本目標 　１　学びあい高めあう学校教育の充実

施　　策 　１　教育内容の充実

施策の展開・主な取り組み 　４　学校給食の充実

令和７年度　事務事業点検評価シート

事業番号 3
事 業 名 　食育の推進事業

担当部署 　学校給食センター
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令和７年度　事務事業点検評価シート

事業番号 4
事 業 名 　特別支援員配置事業

担当部署 　学校教育課

　教育振興基本計画
　での位置付け

基本目標 　１　学びあい高めあう学校教育の充実

施　　策 　１　教育内容の充実

施策の展開・主な取り組み 　５　特別支援教育の充実

事業の内容
　市費により特別支援教育支援員を採用し、特別な支援を必要とする児童生徒が通常の
学級に在籍する学校に配置する。

事業の対象 　通常の学級に在籍する特別な支援を必要とする児童生徒

事業の目的・目指
すべき姿

　各学校の在籍する特別な支援を必要とする児童生徒に対し、個に応じたきめ細かな指
導・支援の充実を図る。

取り組みにおける成果・効果について

　小・中学校において、特別な配慮や支援が必要な児童生徒は年々増加傾向にあり、多様化している。特に小学
校では、第１学年に特別支援教育支援員を配置し、授業中の学習支援だけでなく、休み時間の児童観察や給食時
の配膳支援、清掃指導の支援など、児童生徒の基本的な生活習慣の確立や事故の防止に、支援員の補助が今や不
可欠である。また、教員だけでは気付くことができない、児童生徒一人一人のわずかな状態の変化に気付いた
り、早期対応が必要な細かな部分にも手を差し伸べるなど、特別支援教育支援員を配置することにより、多様化
した個のニーズに適した、きめ細かな学習指導や安全確保等の充実が図られており、現在の教育現場で不可欠な
個別の指導・支援が可能となっている。

取り組みに対する担当課評価 Ａ 前回評価結果 Ａ

要支援児童･生徒数(人) 176 200 170 180

参考指標 令和4年度（実績） 令和5年度（実績） 令和6年度（実績） 令和7年度（見込み）

要支援児童･生徒数1人当たりの経費(円) 46,251 41,575 58,215 55,304

対象者1人当たりの支援員の数(人) 0.05 0.05 0.05 0.05

決
算
額
の
状
況

年　度
令和4年度
決算額(円)

令和5年度
決算額(円)

令和6年度
決算額(円)

令和7年度
予算額(円)

事業費 6,810,173 6,985,007 8,570,623 8,628,770

人件費 1,330,000 1,330,000 1,326,000 1,326,000

合　計 8,140,173 8,315,007 9,896,623 9,954,770

残されている課題・今後の取り組みについて

　年度当初に支援員を対象とした研修会を実施し、勤務する上での服務規律等の指導を行っている。また、継続して勤務してい
る支援員と新規の支援員が活発に情報交換ができるようグループで協議する場も設定している。しかし、学校現場では、個の
ニーズが多様化し、支援員が対応に苦慮する場面も少なくない。また、教室に入ることができない児童生徒や、教室外に飛び出
してしまう児童など、教員ではなく、支援員が一人で対応しなければならない部分もある。そのため、よりよい支援を行うこと
ができるよう事例研修や、特別支援教育の内容など、支援員対象の研修を実施することで、各学校に在籍する特別な支援を必要
とする児童生徒に対し、個に応じたきめ細かな指導・支援の充実を図る必要がある。さらに、支援が必要な児童生徒が増加し、
１校当たりの支援員の配置増を希望する学校もあり、人員確保が課題である。

外
部
委
員
評
価

評価結果 評価コメント

Ａ

多様化し、さまざまな個別のニーズをもつ子どもたちをサポートするため、市
費により特別支援教育支援員を配置していることは、教育現場へのきめ細かな
配慮として重要である。今後もその必要性はいっそう高まると思われる。研修
を通じて子どもたちに接するうえで配慮すべきことを共有し、支援員の専門性
について相互理解を深めることも課題である。単に指導的な研修だけではな
く、経験の共有、悩みの交流などに留意しつつ、この制度を維持していくこと
が求められる。 ／ 非常に重要な施策だと思います。重要な施策であるからこ
そ、児童・生徒への支援ニーズが多様化することにより支援員の負担が増し、
その結果として支援員の人数が減少することが無いよう、新規及び継続して勤
務している支援員に対し、きめ細やかなヒアリング等を行う事により負担軽減
策等を講じて頂きたいと思います。
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令和７年度　事務事業点検評価シート

事業番号 5
事 業 名 　教育センター教職員研修事業

担当部署 　学校教育課

　教育振興基本計画
　での位置付け

基本目標 　１　学びあい高めあう学校教育の充実

施　　策 　１　教育内容の充実

施策の展開・主な取り組み 　６　教職員の指導力の向上と人材の確保

事業の内容 　教育センターにおいて、計画的・継続的な教職員の研修を実施する。

事業の対象 　蕨市立小・中学校教職員

事業の目的・目指
すべき姿

　教育センターにおいて、計画的・継続的な研修を実施することにより、教職員一人一
人の資質・指導力の向上を図る。

取り組みにおける成果・効果について

　蕨市教育センターを開設し９年が経過した。教育支援センター（日々草学級）や日本語特別支援教室を使用し
ていない時間を活用し、教職員のみならず、さわやか相談員、ＡＬＴ等の研修を開催することができた。
　令和６年度は従来の集合型での研修会に戻すもの、またオンライン型の研修会として開催するものとして併用
しながら、教職員研修会を工夫して実施した。
　教育センターにおいて、計画的・継続的な教職員等の研修を実施したことで、一人一人の資質・指導力の向上
を図ることができた。

取り組みに対する担当課評価 Ａ 前回評価結果 Ａ

年間研修実施回数 92 50 67 67

参考指標 令和4年度（実績） 令和5年度（実績） 令和6年度（実績） 令和7年度（見込み）

研修１回当たりの事業費 149,963 319,682 347,459 874,672

教職員等の年間研修参加延べ人数 1,290 666 925 925

決
算
額
の
状
況

年　度
令和4年度
決算額(円)

令和5年度
決算額(円)

令和6年度
決算額(円)

令和7年度
予算額(円)

事業費 12,555,560 14,743,107 21,953,783 57,277,000

人件費 1,241,000 1,241,000 1,326,000 1,326,000

合　計 13,796,560 15,984,107 23,279,783 58,603,000

残されている課題・今後の取り組みについて

　令和６年度については、教育センターでの研修会のほか、蕨市役所での研修会や、一人一台端末を活用したオンライン研修会
を実施した。今後は、働き方改革の目的も鑑みて研修内容に応じて、「参集型かオンライン型か」また、「開催会場」について
も検討して実施していく必要がある。
　教育センター機能を活用し、業務改善の観点から「主体的・対話的で深い学び」の実践に向けて、教職員一人一人の資質・能
力の向上を図っていく必要がある。特に、小・中学校ともに導入されたＩＣＴ機器を活用した授業が定着されてきているので、
各研修会において、市教委が積極的にＩＣＴの使用方法等を実践的に指導し、教職員のＩＣＴスキルの底上げを図り、個別最適
な学びの実現につなげていく。さらに、エスタや蕨市スクールカウンセラー事業を軌道に乗せ、教育センターを中心とした教育
相談体制の更なる充実を図っていく。

外
部
委
員
評
価

評価結果 評価コメント

Ａ

教員研修は必須事業であり、教育現場の課題の多様化に応じて、研修の内容に
ついて適切な計画性と多忙な教員の参加への配慮が求められる。オンラインに
よる研修も内容に応じて適切に開催されることで参加率を高めるメリットがあ
ると思われる。実施回数はまだコロナ前に戻っていないが、ICT利用の日常化の
方向で研修を広げるとともに、対面研修、教育相談体制の充実も重要な課題で
ある。令和７年度は事業予算額の倍増をはかっており、それに応じた企画内容
の充実が期待される。 ／ 教員が継続して新しい知識を吸収する必要がある事
柄が多いと思われますが、特にICT関連は日進月歩が早い分野でありかつ、正し
く指導することが難しい分野でもある事から、教員の習得度により学級におけ
る指導に大きな差が生じることが無い様、一方通行の研修だけでなく、教員同
士の交流・ディスカッションを活発にして、教員が楽しく学べる環境づくりに
期待したいです。
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令和７年度　事務事業点検評価シート

事業番号 6
事 業 名 　外国語教育等推進事業

担当部署 　学校教育課

　教育振興基本計画
　での位置付け

基本目標 　１　学びあい高めあう学校教育の充実

施　　策 　１　教育内容の充実

施策の展開・主な取り組み 　７　国際理解教育の充実

事業の内容
　市費によるＡＬＴ（外国語指導助手）の小・中学校全校配置、及び中学校2・3年生を
対象とした英語4技能テスト（ＧＴＥＣ）の公費負担での実施。

事業の対象 　市内小・中学校児童・生徒

事業の目的・目指
すべき姿

　市費により、ＡＬＴ（外国語指導助手）を採用するとともに、小・中学校へ配置し、
外国語及び国際理解教育を推進する。また、中学校2・3年生を対象に、教職員研修、Ｇ
ＩＧＡスクール端末を活用した外国語学習等を組み合わせた英語4技能テスト（ＧＴＥ
Ｃ）を公費負担で実施し、蕨市の中学生の外国語活用能力の向上を図る。

取り組みにおける成果・効果について

　ＡＬＴ（外国語指導助手）については、月1回、市教委主催の全ＡＬＴを対象とした研修会や、夏季休業中に実施する小・中学
校教員との合同研修等を通じて、継続的に指導力の向上を図ることができている。若手の教職員が増加している本市の学校の現状
において、ベテランのＡＬＴがティーム・ティーチングをリードするなど、柔軟なコミュニケーションによる外国語授業を実施す
ることもできている。ＡＬＴについては、授業以外にも給食や清掃活動、クラブ活動など、様々な場面で児童生徒との交流を図っ
ている。また、令和４年度から全中学校での実施となった姉妹都市であるアメリカのエルドラド郡の中・高校生とオンラインでの
国際交流における支援に関わるなど、国際理解教育の推進に大きな役割を果たしている。
  また、令和3年度より、市内中学校2・3年生を対象として、英語4技能テスト（ＧＴＥＣ）を公費負担で実施し、蕨市の中学生の
外国語活用能力を把握することができた。結果は、例年数値が上昇しており、令和6年度の3学年においては、英検3級以上の生徒
割合が64.3％と良好だった。教員研修においては、テストで得られた客観的なデータの分析等を通して、自校の生徒の外国語活用
能力を把握するとともに、今後の指導改善に向けた研修を実施できた。

取り組みに対する担当課評価 Ａ 前回評価結果 Ａ

支援児童・生徒数 3,470 3,626 3,602 3,661

参考指標 令和4年度（実績） 令和5年度（実績） 令和6年度（実績） 令和7年度（見込み）

支援児童･生徒数1人当たりの経費(円) 11,824 11,534 14,073 14,062

ＡＬＴ1人当たりの支援児童生徒数 347.0 362.6 360.3 366.1

決
算
額
の
状
況

年　度
令和4年度
決算額(円)

令和5年度
決算額(円)

令和6年度
決算額(円)

令和7年度
予算額(円)

事業費 39,980,207 40,771,768 49,365,400 50,153,904

人件費 1,050,000 1,050,000 1,326,000 1,326,000

合　計 41,030,207 41,821,768 50,691,400 51,479,904

残されている課題・今後の取り組みについて

　令和６年度においても、指導力のあるＡＬＴを確保し、各校に配置することができた。今後も継続的に優秀なＡ
ＬＴの確保に努めていく。
　生徒の英語力については、毎年実施している「英語教育実施状況調査」において、CEFR-A1相当以上の英語力を
有すると思われる生徒数(3学年）の割合は、前年度の57.4%から今年度は64.3%と増加した。中学２・３年生を対象
として実施している英語4技能テスト(GTEC)の結果においては、speakingとwritingの発信技能で、学校間の顕著な
差がみられた。改善策として、計画的なパフォーマンステストにより発信技能を定期的に評価し、その評価を指導
に生かす授業の実施を全市をあげて推進していく。また、英語4技能テスト(GTEC)を通して得られた情報を活用
し、教員がALTとの効果的なティーム・ティーチングを通して、児童生徒の話す技能を伸ばすことを意識した授業
改善ができるよう、引き続き支援していく。
　国際交流については、日々のALTの効果的な活用をはじめ、エルドラド郡の中・高校生との国際交流等を通し
て、引き続き国際理解教育の推進を図っていく。

外
部
委
員
評
価

評価結果 評価コメント

Ａ

蕨市の全中学校と米・エルドラド郡の中高校生との国際交流を行っているこ
と、中学２・３年生が英語４技能テスト（GTEC)を公費で受験して良好な結果が
得られていること、具体的な課題も把握して対応をしていることなど、児童生
徒の英語のコミュニケーション能力を高めるうえで、有益な施策・事業となっ
ている。英語は国際的に主要な共通語であるが、同時に多文化共生の観点から
多言語への関心を培うことも現代的な課題である。その基礎として英語による
コミュニケーションという観点からの指導上の配慮も求められている。 ／ 市
費により指導力のあるALTを全校配置していることに感謝申し上げます。一方、
現代社会において英語力の向上は必須であると考えられるが、英語4技能テスト
(GTEC)の結果、speakingとwritingの発信技能で、学校間の顕著な差がみられた
という事実を踏まえ、計画された改善策を確実に実行し改善が図られることに
期待したいです。
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令和７年度　事務事業点検評価シート

事業番号 7
事 業 名 　学校応援団事業

担当部署 　学校教育課

　教育振興基本計画
　での位置付け

基本目標 　１　学びあい高めあう学校教育の充実

施　　策 　３　地域に根ざした教育の展開

施策の展開・主な取り組み 　１　家庭・学校・地域の連携

事業の内容
　家庭・地域社会と協力した、各校における「学校応援団」組織による取り組みを実施
する。

事業の対象 　各学校（児童・生徒）及び学校に関わる家庭・地域社会の方々

事業の目的・目指
すべき姿

　学校・家庭・地域社会が一体となって取り組みを推進し、学校の活性化と家庭や地域
の教育力の向上を図る。

取り組みにおける成果・効果について

　蕨市では県の学校応援団事業に先駆け、学校ボランティア制度を取り入れ21年目を迎えた。各学校の学校応援団
コーディネーターを中心に活動の充実・発展に努めている。現在では市内全小・中学校で学校応援団が周知されてい
ることで、多くの保護者の協力を得ている。令和６年度は、年度当初からコロナ禍による活動の制限なく実施可能と
なったこともあり、応援団の人数が増加した。
　具体的な活動内容については、教育環境の整備や児童・生徒の安全確保をはじめ、学習活動や体験活動、学校
ファームへの支援等を実施している。

取り組みに対する担当課評価 Ａ 前回評価結果 Ａ

延べ事業数（件） 190 1,181 1,057 1,100

参考指標 令和4年度（実績） 令和5年度（実績） 令和6年度（実績） 令和7年度（見込み）

１人当たりの事業費（円） 901.8 941.4 1,124.4 1,124.4

各校応援団人数（人） 1,089 1,051 1,193 1,200

決
算
額
の
状
況

年　度
令和4年度
決算額(円)

令和5年度
決算額(円)

令和6年度
決算額(円)

令和7年度
予算額(円)

事業費 2,100 9,450 15,400 70,000

人件費 980,000 980,000 1,326,000 1,326,000

合　計 982,100 989,450 1,341,400 1,396,000

残されている課題・今後の取り組みについて

　各校での学校応援団コーディネーターをＰＴＡ役員等にお願いしている傾向にある。学校応援団の調整等につい
て、役員以外の方にお願いするなど、コーディネーターの方への負担が大きくならないように努めている。
　保護者や地域コミュニティ等多くの方にご理解、ご協力をいただいており、コーディネーターの趣旨を理解してい
ただくとともに、研修や情報交換が行えるような場を設定して、負担の軽減を図っていく必要がある。また、コミュ
ニティースクール等と連携を図り、地域の方にさらに活動を広めていきたい。

外
部
委
員
評
価

評価結果 評価コメント

Ａ

蕨市の学校応援団事業は埼玉県においても先進的な取り組みであり、２０年以上
にわたって多くのボランティアが小中学校と地域のつながりづくり、子どもたち
の支援という点で重要な役割を果たしており、安定的な学校支援事業となってい
ることは高く評価される。他方でPTAや地域コミュニティの役員体制の継続、活
動内容の創造性という点では新たな発展を生み出しにくい側面もあると思われ
る。他のボランティアとの連携や地域ごとの活動の新たな試みなど、新たなつな
がりづくりも期待したい。 ／ 20年目を迎えた事業であるからこそ、各学校にお
ける学校応援団の活動の認知度に温度差があるのではないかと感じています。事
業としては非常によい取り組みであることから、改めて各学校における周知方法
（例:入学説明会の際に活動している応援団を紹介するなど）を見直すことによ
り、より良い活動ができるものと思います。
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残されている課題・今後の取り組みについて

　令和6年度では、特に小･中学校の出前講座を拡大実施ができたが、今後も継続して実施予定の、推進大会や小学
生将棋教室･大会、出前講座について、見直しする点がないか検討し、事業の充実を図っていきたい。
　また、啓発対象として新規に乳幼児への取組についても、チラシ・リーフレットを配付することができたので、
今年度も継続し、評価にも反映できるように検討していきたい。

外
部
委
員
評
価

評価結果 評価コメント

Ｂ

ICTの時代に子どもたちが適切に情報機器を活用し、対面以外の多様な方法でも適切にコ
ミュニケーションがとれること、またAIに依存しすぎる弊害を予防するという意味合いで
出前講座や将棋大会を実施し、「健やかメディア」の方向性を追求してきたことは重要な
意義をもつ。しかし、昨年度から将棋大会などの事業実施にやや揺らぎがみられ、今後の
方向性が十分明確化されているとは言えない。理念は共有されているとしても、どのよう
な事業が有効・適切であるか、啓発のあり方などについて検討の余地があると思われる。
／ メディアとの上手な付き合い方を育むことは、社会生活において必要なことであるか
らこそ、義務教育課程においてもメディアの便利さと同時に怖さの部分もしっかりと教え
ていくことが重要であると思いますので、今後も関係機関と連携を図りより良い事業とな
るようお願いいたします。

205,780 186,670

人件費 2,250,000 2,250,000 2,340,000 2,340,000

合　計 2,372,800 2,407,570 2,545,780 2,526,670

決
算
額
の
状
況

年　度
令和4年度
決算額(円)

令和5年度
決算額(円)

令和6年度
決算額(円)

令和7年度
予算額(円)

事業費 122,800 157,570

参加者数（人）
（推進大会＋将棋大会+出前）

490
(105+0+385)

632
（99+192+341）

1067
（124+156+787）

700

参加者1人当たりの事業費（円） 4,842 3,809 2,385 3,609

参考指標 令和4年度（実績） 令和5年度（実績） 令和6年度（実績） 令和7年度（見込み）

事業数（回） 3 6 12 9

取り組みにおける成果・効果について
　(平成23年度制定)「アウトメディア宣言」から、令和4年8月23日「健やかメディア宣言」に改称し、ICT活用の時代において、子供たちの健
やかな成長のために、目的を持って電子メディアを活用していけるような取組を学校・家庭・地域の方々と連携しながら、更に推進していくこ
ととなった.
　令和6年度の推進大会は、講演会、動画による小学校の取組発表（平成29年度より開始）、夏休みの宿題「健やかメディアにチャレンジ!」
（小学校4年生～中学生）のアンケート結果報告を行い、オンデマンド配信も実施したことにより、録画視聴参加者の増加がみられた。
　また、小学生将棋大会は将棋教室と二本立てで実施（令和5年度より)。健やかメディア指導員の「出前講座」は、全小学校及び第一中学校で
実施し、事業数が大幅に増加した。
　新規の取組では、就学時健診対象者に、改訂したチラシ「健やかメディアのいいことなあに?」（健やかメディア推進会議）を送付。4か月健
診の「ブックスタート」で絵本をプレゼントする際に、リーフレット「スマホに子守りをさせないで」（日本小児科医会）を配付し、乳幼児の
保護者へ啓発を図ることができた。
　保健センターの「パパママ講座」で妊娠中の夫婦へ啓発（平成29年より）､出産後の家庭に「健やかメディア宣言」を配付は継続実施した｡

取り組みに対する担当課評価 Ａ 前回評価結果 Ｂ

事業の内容

　学校、家庭、地域の方々が連携しながら健やかメディアの取り組みを進めるため
に、学校関係者や各団体関係者、地域の方々が集まり活動実践報告や講演を行う健や
かメディア推進大会や、小学生を対象にした将棋教室･大会の開催、健やかメディア指
導員による出前講座、乳幼児時期の啓発を実施する。

事業の対象

　健やかメディア推進大会…学校関係者、各団体関係者、市民
　小学生将棋教室･大会…蕨市内小学生
　出前講座（健やかメディア指導員による）
　乳幼児期の保護者・妊娠中の夫婦

事業の目的・目指
すべき姿

  子供たちの健やかな成長のために、学校、家庭、地域の方々と連携しながら、今求
められている電子メディアとの上手なかかわり方の取り組みを進める。

　教育振興基本計画
　での位置付け

基本目標 　１　学びあい高めあう学校教育の充実

施　　策 　３　地域に根ざした教育の展開

施策の展開・主な取り組み 　４　家庭教育における意識の向上

令和７年度　事務事業点検評価シート

事業番号 8
事 業 名 　健やかメディア推進事業

担当部署 　学校教育課　（生涯学習スポーツ課）
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残されている課題・今後の取り組みについて

　フル開催となった令和5年度に引き続き、令和6年度もフル開催でき、来館者数や協力団体数などは増加している。
しかしまだコロナ前の水準には達してなく、新型コロナの影響で会員が減少した団体や、解散した団体もあり、コロ
ナがもたらした影響は大きく、完全にコロナ前の水準に戻るにはもうしばらくかかるかと思われる。加えてフェス
ティバル実行委員の高年齢化問題もあり、多くの館で世代交代が課題となっている。昨年度からは各館で既存クラブ
の公開講座を実施するなど、クラブ員増のための取組を始めており、引き続き普段のクラブ活動の活性化にも尽力し
たい。コロナ前の復活にこだわるだけでなく、それぞれの館で新しいアイディアを出し、事務局や関わってくださる
方々、参加者のみんなが楽しめ、今後の学習活動の広がりにつながるフェスティバルとなるよう、今後とも努力して
いきたい。

外
部
委
員
評
価

評価結果 評価コメント

Ａ

それぞれの公民館を利用する団体は日常の交流の機会をあまりもたない。生涯学
習フェスティバルは各団体の活動の紹介、参加者の交流をつうじて公民館活動の
意義を共有する重要な機会であり、全館でこのイベントが実施されていることの
意味はきわめて大きい。協力団体数、延べ来館者数もコロナ前以上に増加してお
り、利用者にとっても有意義な機会となっていることが伺われる。それぞれの館
で企画を工夫し、各団体の提案をもとに参加意欲を高めて魅力的な事業として継
続されていくことを期待したい。 ／ コロナ禍が落ち着いたことにより、参加団
体も増加傾向にあることから、参加して良かったと思って頂ける様、新たなアイ
デアを出し合いながら魅力的な企画をして頂くと共に、様々な方に本事業を知っ
て頂ける様広報活動に力を入れて活気がある街づくりに寄与して頂きたいと思い
ます。

630,000 630,000

人件費 3,574,200 4,050,000 3,822,000 3,822,000

合　計 4,204,200 4,680,000 4,452,000 4,452,000

決
算
額
の
状
況

年　度
令和4年度
決算額(円)

令和5年度
決算額(円)

令和6年度
決算額(円)

令和7年度
予算額(円)

事業費 630,000 630,000

延べ来館者数（人） 8,144 12,516 12,861 14,053

1人当たりの事業費（円） 516 374 346 317

参考指標 令和4年度（実績） 令和5年度（実績） 令和6年度（実績） 令和7年度（見込み）

協力団体数（件） 157 223 241 255

取り組みにおける成果・効果について

　新型コロナウィルス感染防止により中止となった生涯学習フェスティバルも、令和4年度に縮小開催、令和5年度は
模擬店や喫茶などの飲食も復活するなど、開催各地区でフル開催された。そして令和6年度は、協力団体数、延べ来
館者人数のどちらも5年度と比較して増加となった。公民館活動のイベントの活気が戻りつつあることを認識でき
た。キッチンカーを呼んだ館や、大型遊具を設置した館など、館ごとの特色をいかした新しい取り組みも開始されて
いる。高齢者向けのイベントだけでなく、乳幼児や子どもに向けたイベントについても充実を図り、世代を超えた地
域の交流という点でも、各地区で充実した取り組みを行うことができた。
　活動の成果発表はどの館でも盛況となり、改めて学習発表の場の必要性を認識できた。

取り組みに対する担当課評価 Ａ 前回評価結果 Ｂ

事業の内容
　公民館を利用している団体・クラブを中心として、地域の小中学校、高齢者クラブな
ど地域団体と共に、日頃の活動の成果発表や作品展示などを行う他、地区ごとに特色あ
る催しを実施することにより幅広い世代に生涯学習の推進を図る機会を提供する。

事業の対象 　生涯学習・地域団体及び市民

事業の目的・目指
すべき姿

　生涯学習フェスティバルは公民館で活動する利用団体（クラブ）の発表の場であり、
利用団体のモチベーションのひとつとなっている。さらにコンサートや模擬店、講座な
どのイベントが組み合わされることにより、各利用団体同士での交流促進や、来館した
地域住民との交流が図られ、公民館の認知度向上や、利用団体（クラブ）を知るきっか
けの場でもあり、公民館の新規利用者の促進にも役立っている。総じて地域の生涯学習
推進のために、大きな役割を担っている事業である。

　教育振興基本計画
　での位置付け

基本目標 　２　生涯学習を支える社会教育の充実

施　　策 　１　学習環境と学習機会の充実

施策の展開・主な取り組み 　２　多様な学習機会の提供

令和７年度　事務事業点検評価シート

事業番号 9
事 業 名 　地区生涯学習フェスティバル事業

担当部署 　公民館
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令和７年度　事務事業点検評価シート

事業番号 10
事 業 名 　図書資料の貸出（予約）事業

担当部署 　図書館

　教育振興基本計画
　での位置付け

基本目標 　２　生涯学習を支える社会教育の充実

施　　策 　１　学習環境と学習機会の充実

施策の展開・主な取り組み 　４　図書館サービスの充実

事業の内容 　図書資料等の貸出・予約、県内公立図書館ネットワークによる相互貸借制度の活用

事業の対象
　市内に在住・在勤・在学する者のほか、川口市、戸田市、草加市及びさいたま市に在
住する者

事業の目的・目指
すべき姿

［事業の目的］
　利用者の多様なニーズに応え、教養の向上、レクリエーションおよび日常生活に役立
つ資料などを幅広く収集し、提供する。
［目指すべき姿］
　高度化、多様化する情報について、より質の高い図書資料を収集することにより、利
用者の教育と文化の発展に寄与する。

取り組みにおける成果・効果について

【『わたしのよんだ本～読書・よみきかせ手帳～』の配付を開始】
　令和6年4月23日より配付開始。未就学児の読書・保護者からの読み聞かせのきっかけづくりの一助となるよう、更な
る児童書の充実に努めていく。
【ブックスタート事業時の絵本の読み聞かせを再開】
　新型コロナウイルス感染症の影響で休止していたブックスタート事業時の絵本の読み聞かせを再開。本来の形で実施
することで、より一層、幼少期における読み聞かせの重要性を普及・啓発していく。
【令和6年度わらび電子図書館サービスの利用状況】※わらび電子図書館サービスは令和4年度に導入
　令和6年度末時点で、電子書籍6,982冊を所蔵、延べ利用者数は28,649人、延べ閲覧冊数は60,834冊。

取り組みに対する担当課評価 Ａ 前回評価結果 Ａ

年間実利用者数（人） 9,010 8,540 8,240 9,000

参考指標 令和4年度（実績） 令和5年度（実績） 令和6年度（実績） 令和7年度（見込み）

年間予約件数（件） 35,523 40,486 42,281 44,000

年間貸出件数（件） 356,034 367,278 358,235 360,000

決
算
額
の
状
況

年　度
令和4年度
決算額(円)

令和5年度
決算額(円)

令和6年度
決算額(円)

令和7年度
予算額(円)

事業費 42,978,671 40,199,420 42,675,243 64,966,000

人件費 42,920,000 43,500,000 45,240,000 45,240,000

合　計 85,898,671 83,699,420 87,915,243 110,206,000

残されている課題・今後の取り組みについて

・ブックスタートのフォローアップとして、市内に生まれ育つ子どもたちが読書の楽しさを知り、様々な物語を追体験
することによって心の成長を促し、読書習慣を身に付けられることを目的に、令和7年4月11日より『セカンドブック』
の配付を開始した。保健センターで実施する3歳6か月児健診時に、保護者に8冊の中から1冊を選んでいただいてプレゼ
ントする。あわせて、ブックスタートと同様、ボランティアによる絵本の読み聞かせの実演も行う。
・令和7年9月に新しい図書館システムを導入予定。新システムでは従来の図書館利用券と、マイナンバーカード及びス
マートフォンとの連携を行う。連携させることで、利用券を不携帯の利用者にも図書館資料の貸し出しをスムーズに行
えるようになり、これまで以上に利便性の高い図書館サービスを利用者に提供できるようになる［図書館システム導入
委託料として20,158,000円を計上]。

外
部
委
員
評
価

評価結果 評価コメント

Ａ

ブックスタート事業、セカンドブックの配布など、一人一人の子どもたちが幼少期
から読書の楽しさに触れることができるように、きめ細かなサービスを行ってお
り、高い利用率を維持している。公共図書館が市民生活に身近で文化的な生活向上
の機会となるよう、育児健診の機会を利用してセカンドブックを配布するなど、子
どもたちが喜びを体験しうる事業でもある。市民生活に密着した図書館サービスの
すぐれたモデルであると評価できる。 ／ 子どもたちが書籍離れしているのではな
いかと感じているなか、フォローアップとしてのセカンドブック配布は非常に良い
取り組みだと感じました。電子書籍の活用も必要かと思いますが、電子書籍だけで
なく実際の書籍を通じて得られるものも多いと考えますので、学校教員からもアイ
デアを求め、本の面白さを広めるための施策も検討して頂きたいと思っています。
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令和5年度
決算額(円)

令和6年度
決算額(円)

令和7年度
予算額(円)

事業費 1,877,624 1,847,487

残されている課題・今後の取り組みについて

　共働き世帯の増加や、低年齢での保育園や幼稚園への入園により参加者数が僅かながら減少している。これ
まではいかに既存の事業への参加を促すかを課題としてきたが、現代の社会情勢に合わせ、多様な家庭環境に
対応した事業内容や実施方法を考え直す必要が出てきている。まずはより多くの方が気軽に参加できるような
工夫が必要であり、その後も公民館を通じて地域におけるつながりを維持できるよう、引き続き事業の内容、
周知方法、対象者、日程などを検討していきたい。

外
部
委
員
評
価

評価結果 評価コメント

Ａ

家庭教育学級は、特に乳幼児を持つ親の学びとつながりの場づくりとして長年
定着しており、社会教育の基本的な事業のひとつである。学級回数も参加者数
も維持されており、今後とも基本事業として継続されるべきであることはいう
までもない。しかし各家庭の事情や子育て環境は多様化しており、こうした機
会に縁のない家族も少なくない。生活形態の多様化、孤立した家庭への配慮も
含めて家庭教育と子育て支援を連携させる事業への新たな視点も求められてい
る。 ／ 保護者としては、本事業についてとてもありがたかったことを思い出
しました。今の時代、SNS等で子育てに関する様々な情報を得ることは出来ます
が、対面で交流する場があることにより、子育てを頑張っている方々の不安を
和らげたり、交流を通じてSNSだけでは得られない有益な情報を得たりできると
思いますので、是非継続して頂くと共に、より効率的な事業推進のために児童
館との連携も検討して頂きたいと思います。

2,001,666 2,269,266

人件費 2,050,555 2,177,419 2,285,553 2,269,053

合　計 3,928,179 4,024,906 4,287,219 4,538,319

決
算
額
の
状
況

年　度
令和4年度
決算額(円)

1,250 1,229 1,359 1,257参加者1人当たりの事業費（円）

3,610

参考指標 令和4年度（実績） 令和5年度（実績） 令和6年度（実績） 令和7年度（見込み）

219 226 229 227

3,143 3,276 3,155

７館の家庭教育学級回数(回)

事業に参加した延べ人数(人)

事業の目的・目指
すべき姿

 子どもたちの健やかな成長と発達のために、主に3歳児以下の乳幼児をもつ保護者を対
象に、学習機会の提供と、学習への参加を促進する。また保護者が気軽に集え、交流や
情報交換ができる場としての機能も併せ持つことで、子育て環境の充実を図る。

取り組みにおける成果・効果について

　全公民館で子育て広場、子育て学級を事業の柱に位置付けて、企画・運営している。連続講座だけでなく、
どんな方でも気軽に参加できるサロンや季節のイベント・コンサートといった形式でも開催しており、これら
をきっかけに、他の各事業に参加し始める方も多い。
　様々な講座を通じ、乳幼児を持つ親の学びの場になると同時に、親同士が子育ての喜びや不安・悩みなどを
共有し孤立化を防いだり、親子で一緒に遊び運動することで親子のふれあいを推進したりもしている。また、
参加者同士が交流を深め、講座終了後も交流が継続するなど地域でのつながりの場としても寄与している。子
どもにとっても、早くから他者と交流することで、幼稚園や保育園へのスムーズな移行の一助になっている。

取り組みに対する担当課評価 Ａ 前回評価結果 Ａ

　６　家庭教育の支援

事業の内容
　サロン方式､クリスマス会などの季節イベント、リトミック、応急処置、工作､調理な
ど、さまざまな事業を通して、乳幼児をもつ保護者の学習環境と学習機会の充実や、地
域でのつながり・交流の場の提供を図る。

事業の対象
　乳幼児をもつ親（子どもの年齢を特定した講座と、0～2歳児というように年齢の幅を
もたせたものがある）

　教育振興基本計画
　での位置付け

基本目標 　２　生涯学習を支える社会教育の充実

施　　策 　１　学習環境と学習機会の充実

施策の展開・主な取り組み

令和７年度　事務事業点検評価シート

事業番号 11
事 業 名

担当部署 　公民館

　家庭教育学級事業（子育て広場、子育て学級）
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残されている課題・今後の取り組みについて

　令和5年度に引き続き、各学校へのチラシ配布をはじめ、コドモンでの周知やホームページ及び広報蕨など、幅広
く周知を行った結果、参加者数は年々増加傾向である。引き続き周知を徹底し、参加者の増加を図りたい。
　一方で、スタッフ登録者数が年々減少しており、一部地区からは学習アドバイザーが不足しているといった相談を
受けた。現在、過去の参加者や新成人向けにスタッフ募集のチラシを配布したり、ホームページで周知を行うなどの
取組みを進めている。引き続きスタッフの確保に取り組み、円滑な事業運営に努めてまいりたい。

外
部
委
員
評
価

評価結果 評価コメント

Ｂ

子どもたちの学習支援事業として長年定着している事業であり、学習支援を必要として
いる子どもたちも増大傾向にある。今後とも長期的に継続することが求められる事業で
あるが、スタッフが不足している現状をどう改善するか、工夫が問われている。外国籍
の子どもたちへのサポートも重視する必要がある。大学生や元教員を中心とするスタッ
フのイメージを広げ、学校と連携した高校生の課外活動的なイメージ、勤労青年の社会
参加のきっかけづくりなど、担い手の学びにつながるような事業のあり方の工夫も含め
今後の検討が期待される。 ／ 非常に良い事業だと感じました。一方、スタッフ登録が
減少しているという現実を踏まえ、現在大学生に配布しているスタッフ募集のチラシを
中学生や高校生にも配布し、スタッフ登録の人数を増やすなどの工夫を行いながら、円
滑な事業運営を行って頂ければと思います。

4,802,474 6,857,000

人件費 1,776,000 2,400,000 2,106,000 2,106,000

合　計 5,434,940 6,808,765 6,908,474 8,963,000

決
算
額
の
状
況

年　度
令和4年度
決算額(円)

令和5年度
決算額(円)

令和6年度
決算額(円)

令和7年度
予算額(円)

事業費 3,658,940 4,408,765

参加登録者数（人） 88 134 140 171

スタッフ登録者数（人） 93 85 83 90

参考指標 令和4年度（実績） 令和5年度（実績） 令和6年度（実績） 令和7年度（見込み）

開設日数(日) 135 150 150 150

取り組みにおける成果・効果について

　学習アドバイザーを元教員や大学生が務めているため、学習面でのサポートがスムーズである他、外国籍の親を持
つ参加者が増えているが、子ども同士は日本語でスタッフや他の参加者と意思疎通をとりながら問題なく活動してい
る。
　参加者からの感想では、「自分の分かる範囲が増えることが楽しい」「体験教室でのラジオ作りでは、いろいろな
科学があることに気づいた。」など、事業の目的でもある「学ぶ楽しさ」を教えることができている。
　昨今、タブレットを利用した宿題が出される機会が増えており、参加者も利用して宿題に取り組んでいる。スタッ
フも操作に苦労していた面もあったが、少しずつ取扱いに慣れてきているようである。

取り組みに対する担当課評価 Ｂ 前回評価結果 Ｂ

事業の内容
　土曜日に小学校施設を使用し、子供たちの自主学習（宿題、課題等）の支援や、体験
学習等を行う。運営は各小学校区に設置した実行委員会で行う。また、スタッフは元教
員や大学生、地域の方が務める。

事業の対象
　実施する小学校に在籍する3学年から6学年の児童
　※平成25年度は3小学校区（東・西・南小）、26年度から全7小学校区で実施

事業の目的・目指
すべき姿

　地域及び家庭が連携協力し、子供たちの自主学習及び体験学習等を通して学ぶ楽しさ
を教え、学習習慣の定着及び基礎学力の向上を図る。

　教育振興基本計画
　での位置付け

基本目標 　２　生涯学習を支える社会教育の充実

施　　策 　３　青少年の活動機会などの充実

施策の展開・主な取り組み 　１　青少年の活動機会の充実

令和７年度　事務事業点検評価シート

事業番号 12
事 業 名 　わらび学校土曜塾推進事業

担当部署 　生涯学習スポーツ課
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残されている課題・今後の取り組みについて

　令和5年度に比べ、出品数や観覧者数が増加した他、上記の取組を行ったところ、活気のある展覧会を開催する
ことができた。さらなる出品数及び観覧者数の増加を目指し、市民の創作意識を高められる工夫が必要である
他、スタッフを務めている文化協会会員や出品者の高齢化が顕著に表れていることから、若年層の方に当事業へ
参加していただけるよう、適宜内容の見直しを行う他、周知に力を入れていきたい。

外
部
委
員
評
価

評価結果 評価コメント

Ａ

市民の作品を公募し、展覧会を開催することは、市民の芸術創造への意欲を促し、
成果を共有する有意義な事業である。若年層への働きかけにより出品数の増加と
なったことは重要な意義を持つ。中学生の作品は特別展示となっているが応募者を
１６歳以上とする必要があるのかどうか。中学校との対話・交流を行い、応募範囲
を中学生以上に広げる、あるいは中高校生特別展示コーナーなどの工夫もありう
る。観覧者数の増大もふくめ、市民に身近な美術展として発展することを期待した
い。 ／ 大事な事業であると思いますが、これからの未来を担う児童・生徒にも大
勢参加してもらう為にも、例えば市内小中学生や保育園児の部でも表彰・出展して
もらう等、せっかくの文化的意義がある催しなのでできるだけ多くの方に触れても
らう努力・工夫を継続して頂きたいです。

218,832 219,758

人件費 999,000 937,500 975,000 975,000

合　計 1,216,116 1,156,332 1,193,832 1,194,758

1,056

決
算
額
の
状
況

年　度
令和4年度
決算額(円)

令和5年度
決算額(円)

令和6年度
決算額(円)

令和7年度
予算額(円)

事業費 217,116 218,832

事業の目的・目指
すべき姿

　広く市民の芸術文化への理解と創造力の啓発を図り、豊かな人間性を養い、郷土文化
の振興に寄与する。

取り組みにおける成果・効果について

出品数 167 171 177 215

参考指標 令和4年度（実績） 令和5年度（実績） 令和6年度（実績） 令和7年度（見込み）

取り組みに対する担当課評価 Ａ 前回評価結果

事業の対象
　作品の応募は、市民及び市内在勤在学者で16歳以上の者又は蕨市内の文化団体会員
　展示期間中の観覧は自由（入場無料）

　教育振興基本計画
　での位置付け

基本目標 　２　生涯学習を支える社会教育の充実

施　　策 　４　芸術・文化活動の振興

施策の展開・主な取り組み 　２　芸術・文化活動の発表と鑑賞機会の充実

事業の内容
　蕨市・蕨市教育委員会・蕨市文化協会が主催。応募作品について審査を行い、入選作品
の展示を行う。なお、審査のうえ、優秀な作品には褒賞を行う（市長賞、教育長賞、文化
協会会長賞等）。また、招待作品（片品村や市内中学生の作品）の展示も行う。

事業番号 13
事 業 名 　蕨市公募美術展覧会事業

担当部署 　生涯学習スポーツ課

令和７年度　事務事業点検評価シート

Ａ

　「市民でつくる美術展覧会」の意識を醸成し、若年層への芸術文化の浸透を図るため、5部門（絵画・彫刻・工芸・写真・書
道）による作品の公募を行い、「くるる」にて展覧会を開催し、優秀な作品には褒賞を行っている。令和6年度は例年通りの5部
門で開催したが、5年度に引き続き、会期を4日間及び時間を午前10時から午後4時の開催とした。
　昨年度は、西小学校にご協力いただいて制作した「巨大アート」作品や市内中学生の作品展示、絵画・写真部門において「片
品村作品交流」など、例年実施している展示の他、若年層への芸術文化の浸透のため、絵画の講評を蕨市にゆかりのある若い
方々にお務めいただき、今までとは違った視点で講評をいただくなどの取組を進めている。出品数や観覧者数は前年度に比べ増
加したが、今後も市民に開かれた美術展覧会として、適宜内容の見なおしを行う他、周知に力を入れていきたい。

- - - - -

観覧者数 1,000 880 930
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残されている課題・今後の取り組みについて

　台風の影響により、一部屋外イベントが中止となったが、当事業が浸透してきたこともあり、参加者数が6,000
人を超えるなど、全体的には多くの方にご参加いただけているが、一部イベントにおいての集客が課題である。
そのため、積極的な情報発信をはじめ、内容の見直しなど、各イベントに多くの方に来場いただける取組みを検
討したい。また、特定の音楽ジャンルに捉われず、広く多くの市民の方に楽しんでもらえるような企画・運営に
努めていくとともに、市外からの集客も得られるようなPR方法の検討を行ってまいりたい。

外
部
委
員
評
価

評価結果 評価コメント

Ａ

音楽によるまちづくり事業は、市民参加をひろげつつ１０年の活動を積み重ね、蕨市の
主要事業として定着してきた。出演者数、参加者数ともに大幅に増加しており、市民へ
の浸透が示されている。この事業が幼児から高齢者までまなびや表現活動の活発化を促
し、蕨市に住むことの楽しみにもつながるよう、さらに学校の部活動や公民館サークル
との連携が期待される。全市民的なつながりづくりのよりどころとなるよう、参加の
きっかけづくりの工夫が求められる。 ／ 市民音楽祭に限らず、音楽を通じて市外の方
が蕨市を訪ねてくれる機会を増やして頂きたいと思います。市民音楽祭に関しても市内
のみならず市外から多くの方が来場されるので、飲食・商業とも絡めて魅力ある企画を
充実させると共に、市民音楽祭をきっかけとして活気ある街にするための工夫を継続し
て頂きたいです。

3,500,000 3,500,000

人件費 1,923,981 1,700,000 1,896,333 1,896,333

合　計 4,623,981 4,400,000 5,396,333 5,396,333

決
算
額
の
状
況

年　度
令和4年度
決算額(円)

令和5年度
決算額(円)

令和6年度
決算額(円)

令和7年度
予算額(円)

事業費 2,700,000 2,700,000

参加者数 2,221 6,618 6,280 7,536

イベント数 8 10 13 13

参考指標 令和4年度（実績） 令和5年度（実績） 令和6年度（実績） 令和7年度（見込み）

出演者数 380 520 587 704

Ａ

事業の内容
　音楽によるまちづくり事業の中心的な位置づけとなる個別事業として、蕨市民音楽祭
を開催する。市民が音楽に触れ合うことができる環境を提供し、地域の活性化や芸術文
化の振興につなげていく。

事業の目的・目指
すべき姿

　音楽を通じた蕨市の芸術文化の振興とその推進を図るとともに、音楽により蕨のまち
の魅力を発信することで賑わいを創出し、蕨市のイメージアップを図る。

取り組みにおける成果・効果について

　平成29年度から、市内各所で魅力あるプログラム（プロの演奏、アマチュアバンド、吹奏楽等）のコンサートを実施するこ
とにより、市民が一日中さまざまな音楽を楽しむことができ、市内外より多くの方が各会場に集まることで賑わいを創出する
ことを目的に開催してきた。令和6年度は、節目となる10回目を迎えたこともあり、2週にわたっての5日間で開催した。恒例の
「昭和歌謡紅白歌合戦」や「音の架け橋」の他、新たなイベントとして、小・中学生を対象に開催した「子ども作曲ワーク」
で参加者の皆様が作った楽曲の発表会や親子連れを対象とした「笑音キッズフェスタ」など、従来のイベントと合わせて、ど
の年齢層でも楽しめる内容とした他、総合パンフレットの全戸配布やInstagramの開設など、事業の周知にも力を入れた。
　出演者からは、「素敵なステージで、とても楽しく歌うことができました。」「観客が多くとても明るい雰囲気の中、出演
した子供たちみんなが楽しんでパフォーマンスすることができました。」との声をいただいた。

取り組みに対する担当課評価 Ａ 前回評価結果

事業の対象 　市内外の方

　教育振興基本計画
　での位置付け

基本目標 　２　生涯学習を支える社会教育の充実

施　　策 　４　芸術・文化活動の振興

施策の展開・主な取り組み 　２　芸術・文化活動の発表と鑑賞機会の充実

令和７年度　事務事業点検評価シート

事業番号 14
事 業 名 　音楽によるまちづくり事業（蕨市民音楽祭）

担当部署 　生涯学習スポーツ課
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残されている課題・今後の取り組みについて

　蕨市の歴史や文化の他、蕨市及び近隣市にゆかりのある芸術家やアマチュア作家等の人材発掘にも力を入れ、様々
なジャンルをテーマにした展覧会を企画していく。
　小学生対象の体験講座については、特別展等で展覧会を開催した作家を講師に招くなど、資料館独自の魅力ある講
座を企画し、子どもたちにより身近な存在としての資料館をPRしていきたい。
　また、今後、子ども向けの歴史講座や、展覧会のテーマに因んだ歴史講演会などの開催も検討し、より多くの方に
蕨の歴史や文化に興味を持ってもらうきっかけづくりになるような事業を展開していきたい。

外
部
委
員
評
価

評価結果 評価コメント

Ａ

年２回の展覧会であるが、企画内容が魅力的で多くの市民の参加を得ている。小
学生の体験講座に力を入れ、日常触れることのできない芸術文化、歴史文化に触
れる機会を作っていることも有意義な取り組みである。蕨市の歴史文化の理解を
深め、地域への関心を育む事業として、今後さらに学校や公民館との連携が広が
ることを期待したい。 ／ 子供目線に立った企画として、小中学生向け体験教室
やワークショップを充実させるなど、非常にありがたく感じました。今後もより
一層、歴史・文化に触れることができる事業を展開頂ければと思います。

1,516,588 1,494,130

人件費 1,013,699 1,027,397 1,068,493 1,068,493

合　計 2,285,129 2,511,583 2,585,081 2,562,623

決
算
額
の
状
況

年　度
令和4年度
決算額(円)

令和5年度
決算額(円)

令和6年度
決算額(円)

令和7年度
予算額(円)

事業費 1,271,430 1,484,186

利用者数（人） 17,967 17,945 17,592 18,000

1人当たりの事業費(円) 127 140 147 139

参考指標 令和4年度（実績） 令和5年度（実績） 令和6年度（実績） 令和7年度（見込み）

展覧会の開催数(回) 2 2 2 2

取り組みにおける成果・効果について

　第44回特別展「楽しい かわいい おもしろけしごむコレクション2」（令和7年3/1～5/11）では、消しゴム収集家
の影山立子氏のお菓子や野菜、ロケットなど様々な消しゴムコレクション約1万5,000点を展示。家族連れや若い世
代、市外からの来館者も多く見られた。
　オータムギャラリー2024 一瀬美那子「ものがたり」展（令和6年10/19～12/22）では、イラストレーターの一瀬美
那子氏の作品を展示。温かみのある柔らかい雰囲気が特徴の作品は、幅広い世代の方々に楽しんでいただけた。
　小学生対象の体験講座については、夏・冬・春に、切り絵やせんす作り、藍染めなど計14講座を開催し、各講座と
も定員を大幅に超える申し込みがあり、子ども達が芸術や文化に触れる機会につながった。
　「苗木市」や「宿場まつり」ではワークショップを開催し、延べ222人に参加いただいた。

取り組みに対する担当課評価 Ａ 前回評価結果 Ａ

事業の内容
　特別展として、蕨市や近隣市にゆかりのある芸術家の作品の紹介や、蕨市の歴史・文
化に関する展覧会を開催するほか、小学生を対象とした体験講座等を実施する。

事業の対象 　歴史民俗資料館及び歴史民俗資料館分館の来館者

事業の目的・目指
すべき姿

　魅力ある展覧会や講座等を企画することで、幅広い年齢層の市民の来館を促し、蕨市
の歴史・文化に触れる機会の充実を図る。

　教育振興基本計画
　での位置付け

基本目標 　２　生涯学習を支える社会教育の充実

施　　策 　５　歴史・文化の保存と活用

施策の展開・主な取り組み 　２　歴史民俗資料館における事業の充実

令和７年度　事務事業点検評価シート

事業番号 15
事 業 名 　特別展等開催事業

担当部署 　歴史民俗資料館
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残されている課題・今後の取り組みについて

　今年で戦後80年を迎え、戦争を体験した世代が高齢となり、その戦争体験を後世に伝えて行くことが難しくなって
きているが、戦争の悲惨さや平和の尊さを伝えるため、引き続き様々な方法で平和について情報発信していかなけれ
ばならない。
　その一方で、現在も「ロシアによるウクライナに対する軍事侵攻」や、様々な地域で経済問題や宗教文化の違いで
数多くの「地域紛争」「民族紛争」が起きている。インターネットが発達しテレビやＳＮＳ等でリアルタイムに簡単
に情報を入手できる時代ではあるが、『平和事業』、そして特に今年度は戦後80年・蕨市平和都市宣言40周年という
節目の年でもあるといった観点からも各世代にアプローチできるような事業を企画していくことが必要である。

外
部
委
員
評
価

評価結果 評価コメント

Ａ

蕨市の歴史的な戦争体験もふまえつつ平和事業に力を入れ、コンサートやシネ
マ、展示、体験ツアーなど多彩な事業を推進し、参加者数も増大しており、蕨市
の重点事業として市民の参加意欲を高める有意義な取り組みとなっている。近
年、全国的に若い世代による発表会やガイド活動も活発化している。学校とも協
力しながら、若い世代の主体的な企画、意見表明を支援する世代間交流にも期待
したい。 ／ 現在、世界の一部において紛争・戦争が起きている状況であるから
こそ、子供たち自らが平和について考える機会を与えることは重要であると考え
ます。より一層本事業を推進頂ければと思います。

833,210 915,706人件費

合　計 1,071,109 1,106,754 1,014,760 1,130,346

決
算
額
の
状
況

年　度
令和4年度
決算額(円)

令和5年度
決算額(円)

令和6年度
決算額(円)

令和7年度
予算額(円)

事業費

888,313 924,114

182,796 182,640 181,550 214,640

平和事業の延参加者数 4,749 4,568 5,328 5,355

平和事業に参加した市民の割合 6.33% 6.09% 7.10% 7.05%

参考指標 令和4年度（実績） 令和5年度（実績） 令和6年度（実績） 令和7年度（見込み）

開催数（回） 163 132 134 154

取り組みにおける成果・効果について

　蕨市は第二次世界大戦末期に3度にわたる空襲を受け、埼玉県下では熊谷市に次いで2番目に大きな被害を受けた歴史をもつこと
から、市を挙げて平和事業を行っており、各社会教育施設で同事業を実施している。令和6年度においても、市内7公民館で『平和
のパネル展』や『平和のコンサート』、埼玉県平和資料館への『平和のバスツアー』、蕨市民公園での『平和之母子像清掃』の
他、『すいとん試食会』など、数多くのイベントを実施した。また、歴史民俗資料館や市立図書館でも「平和祈念展」や「資料展
示」を開催しており、戦時下に蕨市内に存在していた映画館「蕨劇場」やダンスホール「シャンクレール」について取り上げた令
和6年度の歴史民俗資料館の祈念展『青春の欠片　シネマと音楽とダンスホールと』は多数の来館者を集め、当時の人々やまちの
様子を紹介するとともに戦争の悲劇や平和の尊さについて考え、次世代の平和意識の高揚を図ることにつなげることができた。

取り組みに対する担当課評価 Ａ 前回評価結果 Ａ

　公民館や図書館、歴史民俗資料館など市内社会教育施設において平和事業（パネル
展・平和コンサート・講演会・母子像清掃等）を開催することで、平和の尊さや戦争の
悲劇を後世に伝えていく。

事業の対象 　市民・施設利用者

事業の目的・目指
すべき姿

　戦争の悲惨さと平和の尊さを伝える取り組みを進め、市民の平和を愛する心を育み、
平和で豊かな社会を次の世代に引き継いでいくことを目的とする。

令和７年度　事務事業点検評価シート

事業番号 16
事 業 名 　平和事業

担当部署 　公民館　（歴史民俗資料館）

　教育振興基本計画
　での位置付け

基本目標 　２　生涯学習を支える社会教育の充実

施　　策 　６　人権・平和意識の高揚

施策の展開・主な取り組み 　３　市民の平和意識の高揚

事業の内容
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残されている課題・今後の取り組みについて

　各種事業については、コロナ禍以降参加者が減少しており、各関連スポーツ・レクリエーション団体や市民
体育館指定管理者と協力を図り、参加者の増加に努めたい。
　今年度も「女子サッカー教室」や「ちふれＡＳエルフェンとの交流事業」を開催し、より多くの市民に女子
サッカーや競技への関心を高めたいと考えており、交流事業については、大人への募集も検討中。
　猛暑による熱中症のリスクについて、夏の大会や各種事業においては、水分補給を促したり、途中で休憩を
とるなど無理のない活動ができるよう心掛けている。
　ロードレース大会の距離については、様々なご意見をいただいており、今後の研究課題としたい。

外
部
委
員
評
価

評価結果 評価コメント

Ａ

スポーツ・レクレーション事業は団体数も多く、市民の日常的な活動の広がりもあるた
め、どのような事業を市の事業として取り組むかは、年度ごとに工夫する必要がある。女
子サッカー教室もひとつの試みである。温水プールの借り上げなども市の支援として重要
性を持つ。厳しい気候変動のもとで戸外のスポーツ活動をどう安全に維持管理するか、市
民が安心してスポーツ・レクレーション活動を楽しめるよう、団体間の情報交流や指導者
の研修などの実施も求められる。 ／ コロナ過以降、各種事業参加者数がなかなか増えな
い中、一部大会において申込方法を従前の紙だけでなく、ホームページからも行えるよう
に工夫した結果、参加者が増えたことは、非常に良い取り組みだと感じました。
今後、他の事業においても同様の取り組みの採用を検討頂きたいと共に、より一層、事業
の目的・目指すべき姿を達成出来るよう、現在行っている事業だけではなく、より多くの
市民が参加できる新たな企画についても検討される事を期待します。

5,148,111 5,688,000

人件費 5,106,000 5,175,000 5,382,000 5,382,000

合　計 7,908,218 9,988,512 10,530,111 11,070,000

決
算
額
の
状
況

年　度
令和4年度
決算額(円)

令和5年度
決算額(円)

令和6年度
決算額(円)

令和7年度
予算額(円)

事業費 2,802,218 4,813,512

実施回数 101 177 179 178

参加者延べ数（人） 2,487 3,859 4,166 4,210

参考指標 令和4年度（実績） 令和5年度（実績） 令和6年度（実績） 令和7年度（見込み）

市主催（共催）事業数 3 6 7 7

取り組みにおける成果・効果について

　令和５年８月にサポータータウンの協定を締結したＷＥリーグの「ちふれＡＳエルフェン」との交流事業として「ちふれASエ
ルフェン埼玉サッカー教室」と「ちふれASエルフェン埼玉交流ツアー」を企画した。プロチームへの企画の交渉は、日程や条件
等、配慮すべきことが多く難しい面もあったが、女子サッカーに興味を持ってもらい競技としての認知度上昇に繋げることがで
きた。また、参加者の中には「今度、家族で試合を見に行きたい」等の声も聞かれ、スポーツを楽しむきっかけになったと認識
している。
　令和６年度で実施２か年目となった女子サッカー教室については、小学生対象としていたものを中学生まで拡大し、実際に中
学生１名の参加があった。１年間を通じての教室であるため、高校生との交流や親子レクなど、参加者が楽しく通い続けられる
よう工夫した。また、市の別の部署で企画する「女子サッカー応援観戦ツアー」に本教室参加者が申し込むなど、競技への関心
に繋げられたものと考える。
　コロナ禍以降、各種事業参加者数がなかなか増えないところ、ロードレース大会については、申込方法を従前の紙によるもの
だけでなく、ホームページからも行えるように工夫したこともあり、令和５年度に比べて参加者が５０人程度増加した。

取り組みに対する担当課評価 Ａ 前回評価結果 Ａ

事業の内容
　温水プールの借上げ事業等を実施し、市民の健康増進、体力向上を図る。
  また、スポーツ協会への委託事業として、水泳大会、ロードレースを開催する。

事業の対象 　市民

事業の目的・目指
すべき姿

　市民の健康増進・体力向上を図るため、だれもがスポーツ・レクリエーションに親し
むことができる機会の充実を図ることを目的とする。
  運動・スポーツを週に1回以上の実施率向上を目指したい。

　教育振興基本計画
　での位置付け

基本目標 　３　どこでもだれもが親しめる生涯スポーツの充実

施　　策 　１　スポーツ・レクリエーション活動の推進

施策の展開・主な取り組み 　２　多様なスポーツ・レクリエーション機会の充実

令和７年度　事務事業点検評価シート

事業番号 17
事 業 名 　スポーツ・レクリエーション推進事業

担当部署 　生涯学習スポーツ課
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残されている課題・今後の取り組みについて

　スポーツの推進を図るため、各加盟団体が行うスポーツ教室を充実させるとともに、同教室や各種イベント
等への参加、スポーツ施設の利用促進など、公民館利用団体や小グループ、個人などへの働きかけに努める。
　市民全体のスポーツ・レクリエーション振興に向けて、レクリエーション協会やスポーツ推進委員などの他
団体と連携し、指導者育成の推進や更なるスポーツ・レクリエーション活動の機会提供に努める。生涯スポー
ツの推進の中心的な役割を担っていけるよう、引き続き支援していく。
　中学校部活動地域展開については、市の検討委員会の委員としてスポーツ協会より２名が参加しているた
め、今後も連携していきたい。

外
部
委
員
評
価

評価結果 評価コメント

Ａ

スポーツ協会と連携協力して、市民スポーツ活動の振興をはかること、スポーツ協会主催
事業の支援を行い、参加者を広げることは市の基本事業である。参加延べ人数も大幅増と
なっており、コロナ禍をこえてスポーツ活動の発展がみられる。市としてはスポーツ推進
員との連携によるスポーツ体験活動の機会の提供、指導者育成、団体間の連携支援など、
生涯スポーツ振興にむけた人的、財政的支援を適切に行うよう協会、諸団体との意思疎通
に尽力していただきたい。 ／ 生涯スポーツの推進を図る観点から、例えばスポーツ協会
の事業として行っている支部球技大会・秋季体育祭において、現在行っている競技に拘ら
ず、新たな競技を行うことにより、自分にあった生涯スポーツと出会える場を企画してみ
てはいかがでしょうか。中学校部活動地域展開については、非常に難しい問題ではあると
思われるが、生徒たちにとっては、今後の人生を左右しかねない場合もあると思料される
ことから、より一層の連携をお願いしたい。

2,520,000 2,520,000

人件費 3,848,000 3,900,000 4,056,000 4,056,000

合　計 6,368,000 6,420,000 6,576,000 6,576,000

決
算
額
の
状
況

年　度
令和4年度
決算額(円)

令和5年度
決算額(円)

令和6年度
決算額(円)

令和7年度
予算額(円)

事業費 2,520,000 2,520,000

参加者延べ数（人） 668 1,925 4,871 4,930

加盟団体数（支部含む） 28 28 28 28

参考指標 令和4年度（実績） 令和5年度（実績） 令和6年度（実績） 令和7年度（見込み）

スポーツ協会主催
（共催）事業数

4 8 14 14

取り組みにおける成果・効果について

　スポーツ協会への補助金交付や事務局を担当し、協会の活動支援を行うことで、各競技団体及び５支部の活動や、年間を通じ
た各種スポーツ行事により、市民へスポーツ・レクリエーションの機会を提供し、生涯スポーツの推進を図っている。
　スポーツ協会の事業として、支部球技大会・秋季体育祭を開催した。令和５年度は雨天により中止となった支部もあったが、
令和６年度は全支部で開催することができた。運営する側も参加する側も同じ支部に所属しており、和気あいあいと楽しむ姿
や、地区別対抗リレーでは上位を目指して、選手だけではなく応援する方々も白熱していた。
　水泳大会、市民ロードレース大会、スキー大会、スポーツフェアは例年通りの開催となった。スポーツフェアは、令和５年度
に引き続き、市内３か所のスポーツクラブと連携し、スポーツ体験コーナーを担当してもらい多くの市民が格闘技系レッスン、
バスケットボール、テニスなどを楽しんだ。また、スポーツ推進委員にボッチャを担当してもらい、小さな子から高齢者まで一
緒にゲームを楽しむことができた。

取り組みに対する担当課評価 Ａ 前回評価結果 Ａ

事業の内容 　スポーツ協会への補助金交付及び、活動・運営に対しての支援を行う。

事業の対象 　蕨市スポーツ協会

事業の目的・目指
すべき姿

　幅広い年代の市民が参加できるスポーツ・レクリエーション行事の実施及び各団体活
動のいっそうの充実を図るため、必要な支援を行うもの。

　教育振興基本計画
　での位置付け

基本目標 　３　どこでもだれもが親しめる生涯スポーツの充実

施　　策 　２　スポーツ・レクリエーション推進体制の充実

施策の展開・主な取り組み 　２　スポーツ団体の支援と地域の人材活用

令和７年度　事務事業点検評価シート

事業番号 18
事 業 名 　スポーツ・レクリエーション団体支援事業

担当部署 　生涯学習スポーツ課
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